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は じめに

ソ連 は私 た ち 日本人 に とって不 人気 な 国の一 つ

であ る。 読売 新 聞社 は1986年10月 ,全 国世論 調査

を行 いs日 本 人 の対 ソ連観 や 日 ソ関係 改善へ の期

待 につ い て調 ぺ た(rゴ ル・・チ 。フの ソ連』読売新聞

社・昭和62年)。 ソ連へ の親近 感 を質問 した ところ ,

全体 の75%,四 人 に三 人は 「親 しみを 感 じてい な

い 」 と答 え,親 しみ を感 じてい る人 は17%に す ぎ

なか った(「 非常に親 しみ」o.$/,r多 少は 親 しみ」

ユ6.3%)。 同趣 旨の各種 世論 調査 か ら雷 え るこ とで

あ るが,ソ 連は,日 本 人 に とって,親 近感 を持 て

ない国,不 人 気 な国,嫌 いな国 の一 つで あ る。 日

ソ関係 の現状 につ い ての質 問で は,「 悪 い 」 と 答

え た人が43%と 最 も多 く,「 よい」とした人 はわず

か$oY`す ぎなか った(「 どちらで もない」が40%)
。

だが 今後 の 日ソ関係 につ いて は,「 親 し くす べ き

だ 」 とす る人 が75%と 大 多数 を 占め(「 ぜひとも親

しく」18,1%,「 できれば親し く」56.9%),「 そ うは思

わ ない」 は16.8%に す ぎなか った。読 売新 聞社 の

世 論調査 の多数意 見 は こ うで あ った。 日本 人 の多

くは,ソ 連 とい う国 に親 しみ を感 じてい ない。 日

ソ関係 の現状 につ い て言えぽ,よ くない。 しか し

今 後 の 日 ソ関 係 は改善 していか なければ な らない。

ソ連人 につ い ての印象 で は ,「 集 団主 義 」 を 第
一 にあげ(48

.ユ%),ソ 連 人 を 「信 頼 で きる」 と回

答 した人 は1.5%に す ぎず,強 い対 ソ不信 感 が う

かがxる 。 ソ連 国家 の印象 では,「 軍 事 力 」を あ

げた人 が?2.8%も あ り,「 世 界平和 に貢献 して い

る 」 と見 てい る人はわ ずか2.3%で あ る。 ソ 連 の

政 治 を民 主 的 と見 る人は2.5%,言 論 の 自由 が あ

る とす る人 は1.5%で あ る。 これ らの 印象が 重 ね

合わ さって,そ れ が ソ連 を 「嫌 いな 国」に して い

るのではないか と思われる。 ソ連への関心度では,

ソ連 のことを 「ぜひ知 りたい」(8 .o%),「 できれ

ぽ知 りたい」(32.9%)は 合わせて41% ,こ れ に 反

して,過 半数の56.6%は 「とくに関心がない」と

答え,無 関心層が多数 を占めている。

21世 紀にむか って ゴルバチ ョフの ソ連は大 きく

変わろ うとしている。私たちの対 ソ認識の多 くは

急速に過去の もの とな りつつある。 日 ソ両 国 は

「大国」であ り隣国である。 民衆 レベル,国 家 レ
ベルでの 日ソの相互理解がすすみ

,友 好善隣関係

が建設 され るな らぽ,日 ソ両国のみならず,ア ジ
アと世界に とって素晴 らしい未来が約束され るだ

ろ う。主体的 ・自主的に ソ連研究をお しすすめ,

まず正確に ソ連を認識し,是 は是,非 は非 とし,

日ソ友好の芽を育 て,日 ソ対立の芽を早期 に除い

てい く努力が要求 されている。

ソ連経済の専門家,社 会主義論の専門家 として

の私は,読 売新聞社の世論調査にみ られた60%近

い対 ソ無関心層が少しで も減 って くれ ることを願

ってい る。学生諸君,市 民の皆様の対 ソ関心が拡

大 し,深 まるな らば,私 ども専門家 もうか うか し

ておれな くなる。そ うなれぽ 日本の ソ連研究,社

会主義研究の裾野はます ますひろが り,水 準 もい

っそ う高 まるであろ う。それは,回 り回って市民

の関心に応え ることになる。対 ソ,対 社会主義関

心 の縮小再生産ではな く,拡 大再生産を期待 した

い。本章が拡大再生産を刺激す る一助 となるな ら

ぽ,こ れにすぎるものはない。

1.ソ 連 の三 つ の顔

外か ら見て ソ連には三つの顔がある。一つは大

国の顔であ り,い ま一つは途上国の顔,残 りの一

つは社会主義の顔である。 この三つの顔が混然一
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体 となってわれわれの前にたち現れ る。見 る人に

よって,第 一の顔が大写し とな り,第 二の顔,第

三の顔は消}て しま う。 ソ連の対東欧政策では,

第一の顔が前面 にでて くる場合が多い。世界経済

の部面,特 に国際貿易の分野や経済協力の場面で

は第二の顔(西 側先進資本主義国との垂直分業)・ 第

三の顔(途 上国への経済協力)を のぞき見 ることが

できる。 アメリカ合衆国 と軍事的に張 りあってい

るのは第一の顔であ り,ア フガニスタソに軍隊を

送 りこんでい るの もfの 顔である。世界の反核

運動や民族解放闘争へ の支援は第三の顔である。

ソ連の内政や外交を見るさいに,ソ 連が三つの顔

をもっているとい う事実を忘れてはならない。 ま

ず第一の顔,大 国 としての ソ連についてみてみ よ

う。

大 国 の顔

ソ連 は国土 の広 さ,人 口,天 然資 源,経 済 力,

軍 事力 な どで世 界 の大 国で あ る。そ の 国 土 面 積

(2240万 平方圭のは,ア メ リカ合 衆 国の約三 倍・中 国

の二倍 以上 あ り,日 本 と比 べ る と60倍 の広 さを も

ち,世 界 の陸地面 積 の七分 の一 を 占め てい る。 人

口 も2億8000万 人(1987年 央)で,中 国 お よび イ ソ

ドにつ いで大 き く世 界 第三位,ア メ リカ合衆 国 の

2億4000万 人 を凌 いで い る。 ソ連 は世界 で 第一 位

の資 源保 有 国で あ り,あ らゆ る種類 の天 然資 源 を

自給 自足 し,し か も大 量 の資 源 を輸 出 してい る。

ソ連 は原油,石 炭,鉄 鉱石,マ ソ ガソ鉱石,粗 鋼,

セ メソ ト,木 材,若 干 の非 鉄金 属 な どの生産 で世

界 第一 位,天 然 ガス,金,ダ イヤ モソ ド,銅 鉱 石,

亜 鉛鉱 石 な どの生産 で は第二位 を 占め てい る。 ソ

連 で不 足 してい る鉱 物資 源 は錫 ぐらい であ る。

経 済 力につ いてみ れば,ソ 連側 の公式 資料 で は,

国 民所得 の対 米比 率は67,工 業生産 高 は80,農 業

生産 高 は85,国 民経 済へ の投資 高 はほぼ 同額 とな

ってお り,ソ 連が ア メ リカにつ ぐ世界 第二 の経済

大 国 であ る こ とを示 して い る。た だ し西 側 の ソ連

評 価 は厳 し く,国 民所 得 の対米比 率 を50-55と 推

定 してい る(1985年)。 ソ連 の一人 当た り国民 所得

は6765ド ル,ア メ リカの14120ド ル の48%程 度 で

あ り,カ ナ ダ13130ド ル,西 ドイ ツ10690ド ル・ 日

本9700ド ル,フ ラソス9410ド ル,イ ギ リス8020

ドルを下 回 り,イ タ リア6250ド ル よ りもやや 高 い

(1983年)。 ソ連 に対す る評 価 が一 段 と厳 しい ア メ

リカ中央 情報 局(CIA)作 成 の資料 に よる と,原 油,

天 然 ガス,粗 鋼,金,化 学肥 料,セ メソ ト,小 麦,

じ ゃが い も,砂 糖,ミ ル ク,綿 織 物,綿 花 な どの

基 礎 的物資 の生 産 で ソ連 は ア メ リカを凌 いで い る。

しか し電 力,プ ラスチ ッ ク,合 成 ゴム,合 成 繊 維,

乗用 車,パ ス ・トラ ック,テ レ ビ受像 機,全 穀 物,

食 肉,住 宅建設 で は ア メ リカが優 位 に立 って い る。

最近 日本 はGNPで ソ連 を追 い抜 いた とい う説 が

あ るが,日 本経 済 が世界 で も有数 の上げ 底経済 の

国で あ るこ とを考 え るな らば,首 肯 しが た い。

世 界全 体 の軍 事 費支 出は,1983年 に8100億 ド

ル(米 軍備管理軍縮局,略 称ACDAの 推計)と も・

6228億 ドル(ス トックホルム国際平和研究所,略 称

SIPRI)と も言わ れ るが,ソ 連 はそ の22%(SIPRI)

ない し31%(ACDA)を 占め,ア メ リカ合衆 国 もま

た24%(ACDA)な い し28%(SIPRI)を 占め て,首 位

争 いを してい る。 ソ連 が ア メ リカ とな らぶ軍 事大

国 で あ るこ とは言 を またな い。

私 た ち20世 紀人 は,産 業文 明の成果 をつ ぎ の世

代 の21世 紀人 に引 き渡す 義務 を 負って い る。だ が

これ を阻 む当面 の最 大 の問題 は軍事 的脅威 戦争

の 問題 で あ る。現在 世界 の各地 で さまざ まな紛争

が あ り,戦 争 が あ る。そ れ らの紛争 や戦争 の背後

には東西 対立,と りわ け米 ソ対 立 が存在す る。米

ソの軍 拡競争,核 兵器 開発 ・実戦配 備 競争 は果て

しな くつづ い てい る。 ソ連 もア メ リカ合衆 国 も,

核 軍 拡競争 に終 止符 を うち,さ らに全 般的軍 縮 に

踏み きるべ き時 期 に際会 して い る。 ソ連 の軍 事費

負担 はGNPの10%を 越 え,ア メ リカの軍 事費 負

担 はGNPの 約6%を 占め,両 国 の経 済 を衰弱 さ

せ て い る。 と同時 に,あ ってはな らな い こ とであ

るが,米 ソの核対 決,核 戦争 は,両 国 のみ な らず,

世 界人類 の絶 滅を もた らす 可能 性 をは らん でい る

ので あ る(中 村平八 「核時代 としての現代」 庄司興吉

編『世界社会の構造 と動態』法政大学出版局,1986年)。

途上国の顔

経済的にも軍事的に も大国であるソ連を途上国
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と呼ぶ ことは,奇 異に思}る か もしれない。 とこ

ろが ソ連は,20世 紀に,そ れ も1917年 のロシア革

命 後に農業国か ら工業国に急速に転化 した国,現

在 も政治や経済の面で途上国の特徴を随所に残し

ている国なのである。工業化 の一定の成功 と,国

土 が広 く人 口も多いために,総 合力で経済大国,

軍 事大国 と言えるにすぎない。「新国際経済 秩 序

樹立に関する宣言」を採択 した1974年 の第六回国

連資源特別総会で,ソ 連外相 グロムイ コは,ソ 連

は,今 日の発展途上国の立場を よく理解 し うると

して,こ う演説 してい る。「植民地体制 の崩壊 と民

族解放運動 の強襲に よって成立した国 々の状態を

われわれは よく理解 している。一刻 も早 く過去 の

重苦 しい遣物を克服 し,経 済発展のテソポを高め

よ うとす る意欲は,わ が国に とってとくに身近に

感 じられ る。 ソ連自身が農業を主 とす る国か ら大

工業国へ と転化 してい く道をたどったのであ る」

(『世界政治資料』1974年6月上旬号,日 本共産党出版局)。

速成の経済大国 ソ連を正 しく理解す るためには,

ソ連の前身 ロシアを理解してお く必要がある。有

史以来 ロシアは文明の中心に位置 したことはな く,

たえず周辺に位置 しつづけた。ス ラヴ民族,正 確

には東ス ラヴ民族に よる国家 の形成は遅れ,最 初

の国家キエフ ・ロシアが建国されたのは9世 紀の

ことである。13-15世 紀 にはモン ゴルの支配,い

わ ゆる 「タタールのくびき」のもとにおかれ,こ

れをはねかえ してモス クワ ・ロシアが発展す るの

は15世 紀以降であった。 ロシアは世界システムの

なかで周辺に属し,古 くは外来のペルシア文明,

ギ リシア ・ローマ(ビ ザソッ)文 明,タ タール文 明,

17世 紀 の ピョー トル大帝(在 位,1682-1725年)以 後

は西欧文明,の 影響を強 く受けながら発展 した。

ロシアの経済発展のなかで,ピ ョー トル大帝の

時代に開始された工業化は重要な意義をもった。

彼 は,西 欧の技術 と技術老を導入し,富 国強兵 の

ロシアの実現をめざした。18世 紀 ロシアの工業 は

農奴労働を動員す る農奴制工業であったが,一 定

の成果をあげ,周 辺諸民族,諸 国家 と軍事的に対

抗 できる工業能力を作 り上げた。18世 紀前後に始

まるロシア帝国領土の拡大 と植民は,こ の農奴制

工業軍事力に よって推進 されたのである。 悌シァ
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帝 国の工 業は ヨー ロ ッパ ・ロシ ア部に集 中 し,帝

国 内周 辺 部(非 スラヴ諸民族)と の垂 直分 業関 係,

支 配 ・従属 関係 をつ く りだ した。

ナポ レオ ンのモ ス ク ワ侵攻 を敗退 させ,ウ ィー

ソ会議(1814-15年)を 主 宰 した ア レ クサ ン ドル2

世(在 位1801-25年),..-49年 の3一 ロ ッパ 革命

を粉砕 した ニ コライ1世(在 位1$25-55年)は,得

意 の絶頂 に立 ち,ロ シ アが 世界資 本主 義 の中心 に

あ る と錯覚 した。 だ が この錯覚 は,ク リ ミア戦争

(1853-56年)に おけ る英 仏 に対 す る敗 北 に よって

うち砕 かれ た。 ロシアの支配 層 は,世 界資 本主 義

の中心 部に あ る西 欧工 業帝 国 と比 べ て,ロ シ ア農

奴制 帝 国 の後進 性 と周辺 性 を思 い知 らされ た ので

あ る。皇 帝主 導 の1861年 の農奴解放 とそ の後 の農

民 改革,80年 代 以降 の工 業化政 策 は,ロ シ アの軍

事的 経済 的脆 弱性 を払拭 し,ロ シ アを西欧先 進 帝

国主 義 国並 の地 位 に押 し上げ る ことを め ざす もの

で あ った。

第一次世 界大 戦(1914--18年)前 まで の50年 間,

つ ま り1861-一一1913年の ロシ アの経済 発展 は西 欧諸

国 と比べ て急速 で あ った。 そ の結果 ロシ アは1913

年 まで に,全 体 として,ア メ リカ合 衆 国,イ ギ リ

ス,ド イ ツ,フ ラソ スにつ ぐ世 界 第5位 の工業 国

に発展 した。 しか し1913年 の ロシアの人 口は,ア

メ リカ合 衆 国 の1,8倍,ド イ ツの2.6倍,フ ラソス

のII倍,イ ギ リス の4.7倍 で あ った こ とを忘れ て

はな らな い。 人 ロー人 当 た りの国民 所得水 準 で ロ

シ アは,フ ラソスの40%,ド イ ツの三 分 の一,イ

ギ リスの五分 の一,ア メ リカの十 分 の一 にす ぎず,

お そ ら く全 ヨー ロ ッパ の最下 位 に位 置 して いた 。

Rシ ア帝 国 の領土 的,人 口的 大 き さ と,農 業 生

産 高 の大 きさが,ロ シ ア工 業 の弱 さを覆 いか くし

た ので あ る。 ロシ アは 「粘 土足 の巨人 」で あ った。

1913年 の 冒シ アは,「 粘土 足 の巨人 」で あ り,

激烈 な帝 国主 義戦争 を勝 ち抜 くだ け の力 を もって

い なか った。 「鋼鉄 の足 」 を もつ 西側 帝国主 義 国

と比 べ ると,ロ シ アはむ しろ落 日の 旧型帝 国 オス

マソ ・ トル コに類似 してい た。 ロシ アの産 業構造

は農 業 に偏 重 し,工 鉱業 の重要 部分 は西側外 国資

本 に握 られて いた。 国民 の識 字率 は21%と 低 く

(1897年),1000人 当た り44人 とい う高 い 出 生 率
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(1910-13年),1000人 当た り27人 とい う高い死亡

率(同)は,同 時期の西欧の2倍 以上であった。 こ

れ ら5点 の特徴は,今 日の発展途上国の特徴でも

ある。

もちろんRシ アは,今 日の途上国 と比べて,若

干の有利な地点 に到達していた。第一に,ロ シア

の農業は,そ の生産物を都市住民に供給 し,さ ら

に工業原料 と輸出に回す ことがで きた。た とえそ

れが飢餓輸出であろ うと。 ロシアは,初 期工業化

に必要な農業余剰を もっていたのであ る。だが今

日の途上国の多 くでは,農 業は零細な飯米農家に

よって営 まれ,工 業発展に不可欠な余剰を生みだ

しえていない。第二に,1913年 のロシアは,0人

当た り国民所得 の国際 ラソキソ グで,今 日の大部

分 の途上国 よりも上位 に位置 していた。当時の ロ

シアの一人当た り国民所得は,西 欧先進資本主義

国の20-40%の 範囲内にあった。あえて言えぽ,

1913年 のロシアは,今 日のアジア新興工業国一

韓国ないし台湾一 の経済水準に達 していたので

ある。第三 に,ロ シアの50年 間の経済発展の経験

と成果 に注 目したい。近代 ロシアの経済発展は,

西欧先進国 と比較すれぽ不十分であったとはいえ,

かな りの数 の工業労働者 と経営職員を育成 し,設

備機械 と運輸の全国ネッ トワー クを ロシアに残 し

た。それ らが,初 期 ソヴェ ト政権 の工業化政策を

助けたのは間違いない ところである。今 日の発展

途上国のなかで,ソ 連が受け継いだ ような地点か

ら工業化に着手できた国は,ほ とん ど存在しない。

結論的に言 って,旧 ロシアは,発 展途上国,つ

ま り従属的資本主義国1910年 代にその ような

用語はなかったが一 の上位 グループに属す る国

の一つであったQそ のことが,ロ シア帝国の継承

国家 ソ連のその後の社会経済発展に重大な影響を

与え,今 日のソ連社会主義の性格の一一端を規定 し

ているのである。

社会主義の顔

ソ連の第三の顔は社会主義の顔 である。 これは

われわれが最 も興味を もつ顔であ り,ソ 連の建国

の以前以後 さまざまな論争を呼んできた問題 であ

る。旧 ロシアは,世 界資本主義の周辺部資本主義

国家であった。われわれの規定に よれぽ,非 植民

地型 の従属的資本主義,端 的にい って従属的資本

主義 の国であった。では旧 ロシアの社会革命家た

ちは,Pシ アの政治経済体制をどのよ うにとらえ

ていたのであろ うか。彼 ら革命家の目標は,政 治

的にはツァー リズムを打倒す ること,社 会経済的

には資本主義を廃絶す ることであったが,彼 らの

ロシア資本主義像は一様ではな く,複 雑多様であ

った。あるものはロシア資本主義の従属性を重視

し,あ るものはRシ ア資本主義の自立性を強調 し

て,社 会革命 の戦術 ・戦略を立てた。その他にも,

ロシア資本主義に持ち込まれた農奴制の遣制を重

視 して活動 した もの もいる。社会革命勝利後の社

会の理想像について言えぽ,こ れ また多種多様で

あ った。

19世 紀 ロシアのデカブリス ト(12月 党員),ザ ー

パ ドニキ(西 欧主義者),ス ラヴャノフイルイ(ス ラ

ヴ主義者),ナ ロー ドニキ(人 民主義者),マ ル クス

主義者,20世 紀の無政府主義者,エ スエル(社 会

革命党員),メ ソシェヴィキ,ボ リシ ェヴィキのR

シア認識 と理想社会縁,彼 らの活動 と論争を,ほ

んのわずかでも検討 してみるとき,彼 らの実践 と

理論を明解に一一刀両断す ることな ど,と うていで

きない ことがわか る。 ここでは,他 の政党 との闘

争に勝利 し,党 内闘争にも勝利 して今 日のソ連社

会主義をきついたボ リシ ェヴィキお よびスター リ

ソ派 の社会主義論を取 りあげて考察する。

スター リソらは,そ の理論的師匠マル クスおよ

びエソゲルスの社会主義論 を換骨奪胎して,つ ぎ

の五点を実現 した。 第一,ボ リシ ェヴィキ(ス タ

ーリソ派)が 国家権力を独占す ること。 これは分派

を許さない唯一絶対の共産党による国家権力の独

占とい う形態を とり,中 国な どその他 の現存社会

主i義国の共産党(労 働者党)に よって踏襲 された。

第二,生 産手段 の国家的所有を主軸 とす る所有制

を樹立す ること。集団的所有および私的所有は補

助的な所有制 として,ま た将来廃絶 され るべき所

有制 として存在が許 され る。第三,経 済を含めて

国政の運営にあた り,中 央集権制,つ ま り上意下

達の官僚制 システムを確立 し,運 用す ること。第

四,世 界一だ とい う宣伝を先行 させつつ,市 民生
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活に関係ある一連の社会政策を遂行す ること。第

五,国 防を最重点 とし,愛 国主義を国際主義の上

にお くこと。 もっとも第三,第 四,第 五は,マ ル

クスやエソゲルスに学んだ とい うより,多 分 にボ

リシ ェヴィキ(ス ターリン派)の 発明物であった。

資本家や地主が存在 しないこと,.つ ま り生産手

段の私的資本家的所有を廃止 した こと,「5ケ 年

計画」とい う国家経済計画一一 経済諸資源の配分・

使用を国家が統一的に行 う一一を世界ではじめて

実行 した こと,国 民に対する労働義務制 を引いた

こと,一 連の社会政策を実行 した こと,そ れ らの

政策 と政策効果は,ソ 連体制 に一定程度,社 会主

義的性格を与えた。また,ア メリカ合衆国や ヨー

ロッパの資本主義国が大不況に苦しんだ29年 世界

恐慌期に,ソ 連は第一次5ヵ 年計画(1928-32年)と

第二次5ヵ 年(1933-37年)で 大成功を収めた こと,

第二次世界大戦で,最 大の犠牲を払いなが らも,

ナチス ・ドイ ツの侵略を撃退 し,反 ファシズ ム戦

争の勝利に貢献 した こと,第 二次大戦後の経済復

興 と経済成長がめ ざましか った こと}人 工衛星の

世界最初の打ちあげなど科学技術の発展がすぼ ら

しか ったこと,こ れらの成果 もまた,ソ 連が社会

主義の国であるか らだ と判断 させたのである。

以上の諸事実の外に,ソ 連 自身の一大 自己宣伝

もまた,ソ 連が社会主義国だ とい う印象を内外世

界 に与えた。19世 紀最大の社会主義者マル クス ・

エソゲルスの諸著作は,20世 紀,聖 書 とならぶ世

界最 高のペス トセ ラ0と な り,世 界中の多 くの人

々に思想的影響を与えているのであ るが,こ のマ

ル クス ・エソ ゲルスの社会主義学説を首尾一貫 し

て実行 してきた,と ソ連 自身が宣伝 しているので

あ る。研究者のなかには,ソ 連は社会主義の国で

はな く,資 本主義国だ とか,資 本主義で も社会主

義でもない第三 の新種の国であ る,な どとい う説

もあるが,私 たちは,ソ 連が自身を社会主義国だ

と宣伝 している事実に留意し,宣 伝 と実態,現 実

と理想 の距離を明らかにしようと思 う。

2.社 会主義の理想 と現実

1917年 の十月革命で誕生 した ソ連は,一 連の社

会主義政策 を実施す ることによって,今 日の ソ連
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社会主義をつ く りあげてきた。その誕生の ときか

ら,国 際帝国主義に包囲攻撃 され孤立した ソ連は,

自力更生の 「一国社会主義」建設をよぎな くされ

た。その結果 ソ連は,軍 事に強 く傾斜 した アウタ

ルキー経済をつ くり,防 衛本能の強烈な閉鎖経済,

閉鎖社会,閉 鎖国家の特徴を色 こくもつにいた っ

たのである。 ソ連社会主義を考えるさいに,1918

-21年 の外国の対 ソ軍事干渉
,194ユ ー45年 の独 ソ

戦争,第 二次大戦後現在にいたるまでの米 ソ対立

を抜 きにしては,な にを語 っても絵空事になるで

あろ う。軍事 に傾斜 し,防 衛本能が強い とい うソ

連国家の性格はyま さに歴史に深 くねざして形成

されたのであ り,一 朝一夕にな くなるようなもの

ではない。帝国主義の時代に,「 絞殺 」「抹殺」 さ

れた くなけれぽ,適 切な 自衛手段 を講ず るほかは

なかった。 まず この点を指摘して,以 下で ソ連社

会主義の現実一一到達点 と問題点一 を考察 して

みたい。

ソ連の歴史をざっと概観 してみ よう。 ソ連の歴

史は,時 の政権担当者(党 書記長)に よって区分す

るのが適当である。第一期の1917-28年 は試行錯

誤期 であ りs戦 時共産主義 とネップの時代を含み,

レーニソ(x .870-1924年)の 晩年 ・死 と空位期が対

応す る。第二期は1929-53年 であ り,ス ターリソ

が権力を掌握 し,集 権制がしかれ,農 業 の全面的

集団化 と工業化(重 工業化)が 強行 され,ソ 連経済

の型がで きた時代である。 この集権的計画経済体

制は,ソ 連の工業化の初期段階において,ま た第

二次大戦時経済お よび戦後復興経済において,そ

の積極面 を発揮 した。第三期は1953-64年 のフル

シチ ョフ期であ り,ス ター リソ批判 もあ り,消 費

財工業(軽 工業)と 農業に もやや注意が払われ,分

権化 の方 向が模索 された時期である。 第 四 期 の

1964-82年 はブレジネフ時代であ り,30年 代型集

権制 のもとでの外延的経済発展は完全にゆ きづ ま

り,質 と効率重視の集約的経済発展をめざす経済

改革が 日程にのぼ ったにもかかわ らず,改 革は中

途半端に終わ り,な ん ら成果をあげ ることができ

なか った時代であ る。1982-85年 のアソ ドロポフ,

チ ェルネソコの短期政権をへて,第 五期は ゴルバ

チ ョフが党書記長に就任 した1985年3月 を もって



一60一 苦悩するソ連社会主義

は じ まる。 ペ レス トロイ カ(再編)を ス ロー ガソに,

ゴル バチ ョフは ソ連 の上部 構造 とイ デ ナ ロギ ーに

猛 烈 な攻撃 をか け,不 退転 の気 概 で経済 的土台 と

ソ連 体制全 体 の改 革に の りだ して い る。

スター リンの権力獲得

第一次世界大戦中の1917年 の十月革命で誕生 し

た労農権力 ソ連は,ロ シア内外の保守反動勢力の

憎悪をか った。翌18年1月 か ら国内戦 と外国(英,

仏,独,伊,日,米 など)の 軍事干渉がはじ ま り,

生 まれたぼか りの ソヴェ ト権力は,内 外の反革命

軍に打ちかつために,生 死をかけた戦時共産主義

政策 をとるにいたった。21年 春 までの 「戦時共産

主i義」期は,ソ 連 の歴史におけ る最 も苛酷な時代

であ り,血 で血を洗 った この ときの体験が,そ の

後 のソ連の内政 と外交に大 きな影響を与え ること

にな る。

国内戦の勝利に ともない,21年 春,政 策転換が

はか られ,新 経済政策(ネ ップ)と い う自由化政策

が採択 された。ネ ップの時代は,経 済復興が最大

の課題であったが,ひ きつづ き,党 内外で,直 面

す る諸問題について活発な公開論争が展開 された。

20年 代の ソ連は,経 済的窮迫 とは対照的に,精 神

的 には明 るい時代であった。取 りあげ られた問題

は広範囲にわた り,社 会主義に関す るあらゆる重

要問題が議論された。論題一覧を掲げ よう。ネ ッ

プの評価について,国 家資本主義 と社会主義 との

関連について,一 党制 と党 内分派につ いて,党 と

大衆団体 との関係について,工 場委員会 と労働組

合について,労 働者統制 と労働者管理 について,

官僚制について,国 際情勢について,一 国社会主

義 について,経 済学 と計画経済について,市 場の

評価について,労 農同盟について,工 業化の方式

について,民 族 自治共和国(少 数民族問題)に つい

て,協 同組合について,プ ロレタ リア文化につい

て,国 際共産主義運動について,党 機構 について,

指導老について,等 々。読者は,取 りあげ られた

問題の多彩さと同時に,そ のすべてが現代的意義

を もっていることに驚かれるであろ う。

1924年 のレーニソの死の前後から,当 時の ソ連

の現状を どうとらえ,将 来を どう構想するかにつ

いて,激 しい党 内論 争 が行 われた。 これ らの論 争

と複雑 に連 係 しつつ,レ ー ニソ亡 きあ との党 の指

導権 をめ ぐる指 導者 間の 闘争が展 開 された。 登場

人物 は,ト ロツキー(1879-1940),ス ター リソ(1879

-1953),カ ー メネ フ(1883-1936),ジ ノ ヴィエ フ

(1883-1937),ブ ハ ー リソ(1889-1938),ピ ャタ コ

フ(1890-一一1937),ル イ コフ(1881--1937),オ ル ジ ョ

ニキ ッゼ(18$6-1937),ト ムス キ ー(1880-1937),

クレスチ ソスキ ー(1883-1938)ら そ うそ うた る人

物 で あ り,レ ーニソ とともに十 月革 命 をたたか っ

た 古参 の有能 な共 産主義 者 たち であ った。

党 内闘争 で スタ ー リソは,同 盟 と分断 の巧妙 な

術 策 を もちい,ま ず最大 の ライ ヴ ァルで ある トロ

ツキーを敗北 におい こんだ。 トロツキ ーは,1926

年 に党 政治 局員 を罷免,27年 に は中央 委員 を解 任,

さらに党か ら除名,28年 には アル マ ・アタに追 放,

29年 には反 ソ活動 の理 由で国外 に追 放 され た(40

年,メ キシコで暗殺)。 カ ーメネ フ モ ス ク ワ ・

ソヴ ェ ト議長,人 民委 員会議 副議 長,労 働 国防会

議 議長,政 治局員 な どの要職 を歴 任 した古参 の ボ

リシ ェヴ ィキ のひ と り一 も,27年 に党 を除名,

28年 には復 党 したが,32年 に再 び除名,36年 の モ

ス ク ワ裁判 で ジ ノ ヴィエ フら16名 とともに反 ソ反

革命 の罪状 で死刑 を判 決 され,銃 殺 された。 ジ ノ

ヴ ィエ フ か つて の レー ニソの副官,17年3月,

亡命地 のスイ スか らレーニ ソ夫妻 ら30人 の同志 と

ともに ドイ ツの封印列 車 でペ トロ グラー ドに帰還,

そ の後 ペ トログラー ド・ソヴ ェ ト議長,コ ミソテ

ル ソ執 行委 員会議 長,政 治 局員 を歴 任 一 もまた,

カー メネ フ と同 じ運命 を た ど った。 レ ー ニ ソ の

「遺書 」 として知 られ る 「〔第13回 党〕 大会 へ の手

紙」(1922年12月 一23年1月,病 床で口述筆記)の なか

で,「 党 の きわ めて貴 重 な,最 大 の理 論家 」,「最 も

す く・れた 人材 」,「す ぐれ た献身 的 な働 き手 」 と評

され た ブハ ー リソは,38年 の公 開裁判 で,罪 状 と

して,ト ロツキ ー派 ブ ロッ クを形 成,ス パイ活動

を し,外 敵 と共謀 して資本主 義復 活 を企図,キ ー

ロフを殺害,工 業 の破 壊,富 農 の反 乱 を組織,さ

らに18年 には エスエ ル左 派 と共謀 してス ター リソ,

レー ニソ殺害 を計 画 した ことが あ る として,ル イ

コフ ら18名 と ともに死刑 を判 決 され,刑 場 の露 と
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消え た。上 に列記 した人物 の うち,ト ロツキ ーは

暗 殺,ト ムス キ ー とオ ルジ ョニキ ッゼ は自殺,あ

とはすべ て死刑 で あ った(メ ドヴェデフr共 産主義 と

は何か』上下,三 一書房,1973年)。

ス ター リソは 自己 の権 力を確立 す るに あた って,

エ ス エルや無政 府主 義 者 ,メ ンシ ェヴィキ は もち

ろ んの こと,古 参 ボ リシ ェヴィキ全 員 の 肉体 的根

絶 をはか った。常 人 の理解 を こえ る奇怪 な冤 罪事

件 が,20年 代 末か ら30年 代に数 多 くで っち あげ ら

れ,40万 人 な い し50万 人 が銃殺 され4ao万 な い し

500万 人が逮 捕 され収 容所 に送 られ たの であ る。

病床 に あ った レー二 γは,1922年 末 か ら23年 初

め に,後 事 をた くすべ き党 の最 高指 導 者 トロツキ

ー,カ ー メネ フ,ジ ノヴ ィエ フ,ブ ハー リソ,ス

タ ー リン らにつ いて の人 物評 価 を記 した党大会 へ

の手 紙,い わ ゆ る 「遺 書 」を 口述筆記 させ た(レ

ーニソ「大会への手紙」L全 集⑳,大 月書店)。 「遺 書 」

の なか で レー ニソは,ス ター リンにつ いてAA字

数 を さき,彼 の権 力集中 を問題 に し,彼 の性格 が

「粗 暴 」にす ぎ,書 記長 にふ さわ し くない として,

書 記長 の職 か らの更迭 を求 めた 。 きび しい ス ター

リソ評 価 を含む レー ニソの 「遣書 」は,1924年5

月の第ユ3回党大会 の全 代議 員 に通 知 された が,愚

か に も代議員 は,レ ー ニソの忠告 を容 れず,ス タ

ー リソ書 記長 を信 任 し ,「 遺書 」 は公 開 しな い と

の決定 を下 した。 この 「遺書 」の存 在 が広 く ソ連

内外 に公 表 され るの は,な ん とス ター リソ批判後

の1956年5月 の こ とで あ る。

レー ニンは,書 記 長 ス ター リソの性格 と将 来 の

行動 とを,不 気 味 な までに的 確 に把 握 して いた。

だが 第13回 党大 会前 後 の党 員 たち の スタ ー リソ評

価 はそ うでは なか った。 そ の後 スタ ー リソの理 不

尽 な弾圧 に憤慨 して レー ニソの 「遺 書 」を思 いだ

す者 もい たが,「 遺 書 」を政 治的 力 に して,ス タ

ー リソを書 記長 の座 か ら追 うこ とは不 可能 であ っ

た。 「遺書 」 のス ター リソ評 価 を知 る第13回 党 大

会 の代 議員 を待 ちか まえ てい た運命 は,死 か収 容

所 で あ った 。 ス ター リソは,自 分 の批 判 者,反 対

者 すべ て と,古 参 ボ リシ ェヴ ィキすべ て を抹 殺す

る こ とで,ネ ップに終 止符 を打 ち,ス ター リソ的

社 会主 義 の構 築 に取 りかか る ことが で きた のであ
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る。 この体制 こそ,ス ター リソに よって1920年 代

末 か ら30年 代前半 に創 出 された30年 代 型集 権制 ソ

連社 会主 義 で あ る。

スター リンと戦時共産主義

30年 代型 ソ連社会主義,つ ま り現代 ソ連社会主

義 を生みだす素地は,す でに戦時共産主義期(1918

-21年)に つ くられていた
。 戦時共産主義の政 策

と制度は,二 面的性格を もっていたのである。一

つは戦時的性格であ り,い ま一つは 「共産主義 」

的性格である。戦争が激化 し,経 済の崩壊が進行

す るなかで,す べてを戦線のために動員す る戦時

経済体制がしかれ,危 機突破,問 題解決のために,

有無をいわせぬ軍事的強権的活動方式が とられた。

極端な国家独占経済が成立した。商工業の国有化

が徹底的に推進 された。貧農委員会が組織 されて,

富農の収奪 と農業 鷺ミューソの設立がめざされた

(後者はみるべき成果なし)。農民からの穀物 徴 発,

強制供出制が実施された。超集権的経済管理体制

がつ くられ,資 材 ・資金 ・労働力の配分,企 業活

動,生 産物処理の権限は,す べて中央の国家機関

が掌握 した。工場や企業は,監 督官庁の命令のた

んなる執行機関,つ ま り 「組織上の単位」になっ

た。「働かざる者は食 うべか らず 」とい うス ロ ー

ガソが掲げ られて,全 般的労働義務制が しかれ,

労働軍がつ くられ,労 働組合の軍隊化がはか られ

たQ平 等主義的賃金政策が とられた。激症イソフ

レに より貨幣の信用 は失墜 し,経 済の現物化,無

貨幣化が進み,合 法的市場は消滅 した。生産財お

よび消費財 の支給制 と配給制が実施 され,非 市場

経済(む ろん闇市場をともなった)が 現実の もの とな

った。共産主義は無料だ とい うことで,実 際には

窮迫する市民生活の救済のために,一 連の公共サ

ービスー一住 宅 ・水道 ・ガス ・電 気 ・郵 便 ・電

話 ・電 車 ・バ スなど一 が無料化 され た(ト ロ

ツキー 『戦時共産主義期の経済』現代思潮社,1971年;

E.H.カ ー『ボリシェヴィキ革命』全三巻 みすず書房,

1967--71年)。

多 くの理論家 一一そのなかには ブハー リソや プ

レオブラジェンスキーといった著名な理論家が含

まれていた一一 と共産党員が,上 に列記 した戦時
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共産主義 の経済政策を,真 の共産主義的政策 と考

え,そ の経済を社会主義の基本原理 の実現 と考え

ていた。だが1921年 春,ソ ヴェト権力が国内戦に

辛 うじて勝利した とき,ソ 連経済は崩壊寸前にあ

った。農業余剰を収奪された農民の不満は強 く,

消極的には経営面積 の縮小,積 極的には農民 「暴

動」に立ち上がった。タソボブの農民反乱 は激烈

を きわめ,24年 までつづいた。「共産主義者 ぬ き

の ソヴェ ト」を要求 して クロソシタッ ト海軍基地

の水兵の反乱が発生 した(2ユ年3月)。 物資 ・資材

の流れは滞 り,燃 料が不足 したため,多 くの工場

が閉鎖に追い こまれた。都市の勤労市民の生活は

窮迫 し,食 料を求めて都市か ら農村へ大量 の人 口

が流失していったo

不運だ ったネップ

明 らかに,客 観的状況は政策転換 を要求してい

た。しかし政策転換は容易でなか った。 この時期

の最高指導者 レーニソは,戦 時共産主義を是 とす

る党内多数派 を説得 して,新 経済政策(ネ ップ)へ

の転換をはか るべ く努力 し,1921年3月 の第10回

党大会 で党 の承認を取 りつけ ることに成功 した。

だが現実には,新 政策の担当者はや る気がな く,

政策 の実行はサボタージ ュされた。ネ ップは,多

くの共産主義者にとって,資 本主義への 「退却」

であ り,「 屈服」であった。 ネップに反対 ・抗議

して集会やデモが行われ,党 員証を山積み して燃

や し離党す る党員があいついだ。 ネップはきわめ

て不幸な思想的イデオ ロギー的環境のなかで実施

されたのである(門 脇彰 ・荒田洋r過 渡期経済の研究』

日本評論社,昭 和50年;上 島武 『ソビエ ト経済史序説』

青木書店,1977年;中 山弘正編著 『ネップ経済の研究』

御茶の水書房,1980年;渓 内謙 ・荒田洋 『ネップからス

ターリソ時代へ』木鐸社,1982年)。

ネ ップは,簡 単にいえば,極 度の「不足の経済」

のもとで,私 経済の活用,市 場経済 の利用 によっ

て,国 民経済の復興をはか る政策であった。農業

部面では,余 剰食糧徴発制は廃止 されて,現 物税

が採用 され,個 人農民の経営意欲を刺激す ること

にな った。農民の余剰は,市 場で自由に販売する

ことがで きた。私営商業を含めて市場が復活され,

貨幣が復権 し,通 貨制度が再建 された。中央の最

高国民経済会議の権限は縮小 され,マ クR的 統制

機関 とな り,国 営企業に経営自主権が与え られた。

国営企業は トラス トを単位に,経 済計算制にもと

ついて,投 入 ・産 出 ・販売 の広範 な裁量権をもっ

て活動した。国家に よる資材の配分制は原則 とし

て廃止 され,市 場での企業間取引に変わ った。価

格決定 も原則 として自由化 された。平等主義的賃

金政策に代わ って職務的職階的賃金政策が登場し

た。農工業の復興に ともない,勤 労市民の生活は

わずかなが ら改善されたが,ネ ップマソと呼ぽれ

るブローカーは大金をも うけ,豪 勢な生活をした。

勤労農民のなかに も階層分化が発生 し,一 部農村

に旦那が復活 した。全体 として,所 得格差は拡大

傾向にあった。 モノとカネをめ ぐる腐敗汚職が広

がった。

再度強調するが,ネ ップは不幸な思想的理論的

環境の もとで実行 された。ネ ップを積極的に評価

しs支 持す る革新側の指導者,イ デオmグ はひ

とりもいなか った。ネ ップは資本主義復活への道

を開 く政策である,と だれもが考えていたからで

ある。やむを1な い政策,必 要悪,そ れがネップ

であった。ネ ップへ の政策転換 のために奮闘した

レーニソにして も,「 ネップのロシアは社会主 義

の ロシアになる」 とい う思いを 自分 にいい聞かせ,

大衆に も語 りつつ,ネ ップの 「退却」の局面をす

こしで も早 く終わ らせ,「 攻勢」にで るた め に,

いまは我慢しよう,努 力 しよ う,と 述べていたの

である。

ネ ップは,理 論的には,過 渡期の経済,と りわ

け市場経済 と計画経済 との関係 をめ ぐって,興 味

深 い問題を提起した。だが当時のマル クス主義経

済学ないし社会主義経済学の水準は低 く,こ の難

問題を解決できるだけの理論的蓄積 に欠けていた。

したが ってS市 場経済すなわち資本主義経済であ

り,計 画経済 こそ社会主義経済である,と い う論

証ぬ きの教条的理解が一般的であった。 ソ連共産

党随一 の理論家 ブハー リソです ら,そ の著 『過渡

期 の経済』(1920年)で 商品経済の消滅に ともな う

「経済学の終末」 を主張 していた。 これに対す る

レーニソの批判 も全面的 とはいえず,共 産主義社
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会 にも再生産の問題が存在す ることを指摘す るに

とどまっていた。

20年 代のネ ップの立案 と実行に直接に参加した

幾千 もの専門家集団は,ス ター リンが権力の座に

つ くとともに,反 ソ反共 の トロツキス ト,メ ソシ

ェヴィキとして断罪 され,30年 代の大弾圧で抹殺

されてしまった。そのため,ス ター リソ体制下 で

はネ ップの多少 とも学術的な研究は 禁 止 され,

「計画 と市場」をめ ぐる理論研究は停止させ ら れ

たのである。のちに述べるよ うに,ソ 連におけ る

まともなネップ研究 は,60年 代の コスイギソ経済

改革 と関連して開始 されたが,そ の後霧散 し,80

年代 の今 日,ゴ ルバチ ョフ改革 と関連して改めて

活発になろ うとしている。その含意は何であろ う

か。60年 代以降,ソ 連では生産力 と生産関係の矛

盾 が激化し,経 済体制 の改革がせ まられているこ

と。そして この体制 は30年 代前半にスター リソに

よってつ くられた ものであ り,そ れ は,「 ちが っ

た条件 のもとに"戦 時共産主義"の 政策 と方法を

復活 させた」(μイ ・メドヴェデフ)ものであること。

戦時共産主義 と通底す る30年 代型 ソ連経済体制の

マイナスの側面の顕在化 と関連 して,「 計画 と市

場 」が共存 したネ ップの時代に注 目が集まってい
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る,と い う こ と で あ ろ う(ア ム パ ル ツモ フ「革 命 の 若

さ」,ア フ ァナ シ エ フ 「真 実 と リア リズ ム の立 場 か ら」

『世 界 政 治 』ユ987年4月 下 旬 号;ア フ ァナ シ エ フ「歴 史 的

知 識 の エ ネ ル ギ ー」}ボ ル コフ 「わ れ わ れ は マ ン クル ト

とな るぺ きか 」 『世 界 政 治 』ユ987年8月 下 旬 号)。

ス ター リン的 社会主 義 の功罪

周 知 の よ うに,30年 代型 ソ連 経済 体制 は今 日す

こぶ る評 判が わ るい。非 難攻 撃 の集 中砲 火を あび

て い る。 で は この市 場 を排除 した集権 的計 画経 済

体 制 は,い つ生 まれ た のか。第 一次5ヵ 年計 画(1928

-32年)で 誕 生 し
,第 二 次5ヵ 年計 画(1933-37年)

で確立 した の であ る。 第 一次5ヵ 年 計 画 は1929年

の第16回 党 協議 会 で採択 され た のであ るが ,こ の

年 ス タ ー リソは,党 政 治局 お よび 中央 委 員会 内部

の最後 の ライ ヴ ァル ブハ ー リン,ル イ コフ,

トムス キー一一 を敗 北 させ てお り,党 中央 委員 会

は ス ター リソの50歳 を祝 うス ター リン賛 歌 を彼 に

捧 げ て い る。

30年 代型 ソ連社 会主 義 の第一 の特 徴 は,今 日の

多 くの途上 国 にみ られ る 「開発 独裁 」 であ った。

マル クス主義 の言 葉 で粉飾 してい たが ,ス タ ー リ

ソ独 裁 の ピラ ミッ ド型 官僚 機構 がつ くられ ,権 力

第1表 スター リン時代の経済成長(1928--55年) 1928=1QO

社会的総生産
工業 総生産

生産財

消費財

農業 総生産

ユ917

8

6

3

6

8

5

5

5

5

6

・

goo

ユ00

goo

ユ00

ユ00

ユ932

n,a.

206

274

156

n.a.

1937

n,a.

456

684

311

n,a,

ユ940

450

667

ユ,000

422

130

1928--40年 の

年 平 均 成 長 率

13.4

17.1

2ユ.2

12.7

2.2

ユ9451950

374

.1

1,120

249

7s

725

1,ユ47

2,040

515

ユ29

1955

1,215

2,ユ21

3,890

943

157

出所)ソ 連国民経済統計集,各 年版より作成。

第2表 スター リン,フ ルシチ ョフ時代の経済成長(1945-65年) 1940年dOO

社会的総生産

工業 総生産

生産財

消費財

農業 総生産

ユ945

83

91

ユ12

59

60

ヱ950

161

172

1・

122

99

1955

27Q

318

..

214

121

sgsa

417

521

665

322

160

19ss

570

786

i,053

43?

1$0

年 平 均 成 長 率

46-5015卜55156-6・6卜65

2

6

7

6

5

4

3

2

5

0

1

1
晶

1

1

1
凸

10.9

13.1

13.8

11.9

4.ユ

9.Z

10.4

11.s

8.5

5.?

5

6

6

3

4

6

8

9

6

2

出所)ソ 連 国民経済統計集,各 年版 よ り作成。
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はスター リソの手 に集中 した。スター リソは,「彼

の個人権力の維持 と強化のために」,茶 坊主を 集

め,使 い捨て,「労働者 と農民,共 産主義老 と非党

員の血を川 とながす 」のである(ロ ィ ・メドヴェデ

フ)。勤労民衆の自発性や創意は抑圧 さ れ,決 定

権は行政府が専有 した。スター リソV'忠 誠を誓 う

官僚が万般にわたる許認可権 をにぎった。国家は

死滅の道 を歩む どころか,歴 史上前例のない強力

なものに肥大していった。第二に,マ ルクス主義

の科学的社会主義理論は切 り縮め られ,ス ター リ

ソ反対派 の社会主義論はすべて抹殺されたため,

スター リンの社会主義論 のみが,唯 一絶対の官許

の教義 として ソ連共産党の神殿に祭 られることに

なった。社会科学者は神官になった。スター リソ

教 の主な教典,そ れは 『レーニン主義の基礎につ

いて』(1924年),『レーニソ主義の諸問題に よせ て』

(1926年),『弁証法的唯物論 と史的唯物論 について』

(1938年),『 ソ同盟におけ る社会主義の経済的諸問

題』(1952年)であった。 ロシア革命 とソ連の歴史 の

研究は,上 記スター リソの著作 と,彼 の監修の も

とに出版 された 『ソ連共産党(ポ)小 史』(1938年)の

記述の枠内で,枠 内のみで,な されたのである。

スター リン社会主義論の最大 の特徴は,国 家万

能論であろ う。彼はエソゲルスの国家死滅論を排

除 し,対 外的には ソ連の転覆をね ら う帝国主義国

家 の存在,国 内的には ソ連における社会主義建設

の前進に ともな う階級闘争の激化,と い う二点を

根拠に,国 家を徹底的に強化した。経済面では,

生産手段の公有制をしき,小 農民経営を含む小私

有経営を絶滅,国 有 と協同組合有の公有経営のみ

とし,国 家による資源 ・資金 ・労働 力の一元的な

配分 システムを通 して外延的経済発展を強行 した。

あれ も不足,こ れ も不足の絶対的不足の経済のも

とで,重 点建設部門お よび重点企業が指定 され,

不 完全 とはいえ世界で最初 の物財バ ラソス表,産

業連関表が作成 され,そ れな りに合理的な資源配

分が試み られた。世にい う集権的指令経済,あ る

いは中国の理論家がい う 「軍事共産主i義供給制」,

これが1930年 代半ばに成立 したスター リソ型集権

計画経済であった。

この経済 モデルのプラス面は,重 工業(生産財工

業)部 門を優先的に発展 させて,わ ずかな期間に

ソ連を世界第二位 の工業国にしたことである。第

二次世界大戦におけ るソ連 の勝利 も,現 在 ソ連が

アメリカ帝国主義の軍事脅迫に屈服せずにすんで

いることも,ソ 連がアメリカに対抗 し うる大工業

国になったか らである。マイナス面は,不 足の経

済 のもとで,外 延的経済発展がはか られ,し か も

企業間競争が欠けていたため,必 然的に生産 の効

率 と生産物の質が第二義的になった ことである。

産業間および企業間の連関は,縦 割 り省庁別の行

政的連関であ り,経 済的連関でないため,こ こで

も労働力 と資源 ・資材のむだ,管 理 ・調達職員の

肥大,官 僚主義蔓延 とい う弊害を招いた。市民生

活の面か らみ ると,国 家の0定 の社会政策 と企業

内福祉は,市 民生活の最低線を保障 したが,公 式

には小私有経営が廃止 されたため,市 民生活サー

ビスに問題が生 じ,一 種 の闇経済が生 まれ,経 済

的腐敗が構造化 した(M.-7ス ユーズrソ連における特

権』日本工業新聞社,昭 和58年)。

3.ゴ ルバチ ョフ改革 下 の ソ連

西欧最 大 の共産 党 であ るイ タ リア共産 党が,ブ

レジネ フ時 代末期 の ソ連を評 して,「 政治 的,経

済 的,文 化 的刷新 の能 力」を失 った,「 十 月革 命 に

は じ まる社 会主 義 の発 展 の局面 」は終 わ って し ま

った,と 批判 した のは,1981年12月 の ことで あ る

(イ タ リア共産党指導部決議 「社会主義をめざす闘争 の

新局面をき りひらくために一 ポーラソ ドの重 大 な 事

態についての考察」1981年12月29日 『赤旗評論特集版』

1982年1月18日,第246号)。 このイ タ リア共産 党 の

ソ連 「批 判」が ソ連 で も公式 に追 認 された の は,

ブ レジネ フ(82年11月,死 去),ア ソ ドロポ フ(84年

2月,死 去),チ ェル ネソ コ(85年3月,死 去)が 書記

長 の座 を去 り,85年3月11日,ゴ ルバ チ ョフが ソ

連 共産党 書記 長 に就 任 して 以後 の こ とで あ る。 ゴ

ルバ チ ョフ書 記長 の もとで 開かれ た ソ連共産 党第

27回 大 会(1986年2月 一3月)は,18年 間にお よぶ ブ

レ ジネ フ長 期政 権 の批判 の大会 で もあ っ た(党 大

会報告『世界政治』1986年4月 上旬号一5月 下旬号)。

西側 のみ な らず,ソ 連 の公式 資料 も,1970年 以
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第3表 ブレジネフ時代の経済成長(1965-$2年)
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年平均成長率

支 出 国 民 所 得

工 業 総 生 産

生 産 財

消 費 財

農 業 総 生 産

基 本 建 設 投 資

工 業 労 働 生 産 性

小 売 商 品 売上 高

1人 当り実質 所 得

第8次 計画1第9次 計画第10次計画第1ユ次計画_

197・-751ユ … μ98・-85ユ981

7.2

8.5

・A

8.3

4.3

7.3

5.8

8.2

5.9

5.1

7.4

8.2

6.5

ユ.1

6.7

6.0

6,3

J

8

4

7

9

4

7

2

4

4

3

4

4

3

ユ

3

3

4

3

3.0

3.7

3.?

3.9

1.8

3.4

3.ユ

3.4

2.3

3.2

3.4

3.3

3.6

-LO

3.8

2.7

5.8

3.3

1982

2.6

2.8

2.8

2.9

4.0

2.0

2.1

0.3

0.1

ユ983

3.5

4.2

3.9

4.3

.1

6.0

3.6

2.7

2.4

・;,

6

1

1

3

0

0

7

2

0

2

4

4

4

0

2

3

4

3

1985

1

9

9

9

0

0

5

2

5

3

3

3

3

0

3

3

4

2

出所)ソ 連 国民経済統計集,各 年版 よ り作成 。

第4表 各国の実質GNP成 長率01961-85年)
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6。8

4.7
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3.2
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5.6

5.0

3,8

8.3

3.O

II.2

4.2

5.4

2.5

6.2

.・

3.Q

r

5.5

2.2

4.7

2.1

J,

2.2

2.5

5.0

2.3

1.9

6.1

3.4

5.0

3.4

3.3

1.?

3.9

3.1

2.0

1.3

9.3

2.4

Ji

1.2

1.2

1.7

1

2.2

.・

1.5

-1 .4

4.9

1.9

3.7

0.0

0.5

--1 .4

0.2

3.3

1982

2.5

0.9

8.3

-2 .5

3.1

-1 .0

1.8

1.4

-0 .5

-4 .4

ユ983

3.4

1.8

9.1

3.5

3.2

1.5

0.7

3.5

-0 .4

3.3

1984

1.4

3.3

12.0

6.5

5.1

s.o

ユ.6

1.$

2.6

4.?

1985

1.2

ユ.4

12.0

2.7

4.7

2.5

1.4

3.4

2.3

4.0

出所)ア メリカ経済 白書1987年 版 よ り作成。

降 の ソ連 の経済 成長 の低 落傾 向 を認 め てい る。 ソ

連 は,ア メ リカ合 衆 国 と同規模 な い しそれ を上 回

る投 資 を年hし てい るに もかか わ らず,米 ソの経

済格 差 は縮 まらず,対 米水 準 は50-55%に とどま

って い る(米 中央情報局 ・国防情報局報告書,1987年

3月)。 ソ連側 の見 解 で も対 米水 準 は1970年 の65か

ら85年 の66へ とわず か1ポ イ ソ トしか 改善 され て

い ない。 ゴルバ チ ョフ書記 長 は,1987年 の ソ連共

産 党 中央 委員会6月 総 会 で,121年 代 の境 目に

ソ連 経済 が 「危機 寸前 の状態 」に あ った こ とを 明

らか に した(1987年6月 総会報告『世界政治』1987年8

月下旬号)。

ゴルバ チsフ 政権 が提 起す るペ レス ト ロ イ カ

V
nepecTpoHxaに は,「 再 編 」 とか 「改革 」 とい う

訳 語 が与 え られ て い る(英 語で はreconstruction,

re・rganizati・n)。 だ が ペ レス トロイ カは,50年 代

後半 の フル シチ ョフ 「改革 」,60年 代後半 の コス

イ ギ ソ 「改革」,70年 代 末 の ブ レジネ フ 「改革 」の

場合 の レフ ォルマpeΦOPMaよ りも強 い意 味 を も

ち,し いて訳せ ば 「世 直 し」「建 て直 し」が 適当 で

あ る。 ペ レス トロイ カは,お そ ら くソ連社会 主義

の命運 を 決す る大事 業 にな るであ ろ う。

経済分野におけるペレス トロイカ

ペレス ト悌イカは,経 済面では,30年 代型の集

権的計画経済体制 そ の特徴は,大 小すべ ての

生産手段 の社会化にもとつ く政治 ・経済権力の中

央集中,社 会 ・経済過程の行政的指令的管理方法,

企業 の自主性の欠如,外 延的経済発展,量 的指標

の重視,質 と効率の軽視,経 済生活におけ る人間
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的要素の労働資源化,民 主的規範 の狭小化,等 々

一一を改革 し,ソ 連経済の再生をはか ることを 目

指 している。具体的には,国 営企業(合同)法 が制

定 され(87年6月 採択,88年1月 実施),企 業 の完全

独立採算制,自 己償却制,資 金 自己調達制,生 産

手段 の卸売商業制が実施 され る(r日 ソ経済調 査資

料』第664号1987年9月 号)。予定では,1988年 から全

工業生産高 の三分の二 を生産す る企業(合 同)一

機械工業 と治金工業 の全体,燃 料 ・エネルギー部

門,化 学工業,木 材工業,食 品工業,漁 業企業の

基本部分,す べ ての交通機関一 が新 しい制度に

移行 し,89年 中に全企業の新方式へ の移行を完了

す る。また1990年 末 までに ゴスプラソをはじめ中

央経済官庁の改編が行われ,計 画立案,価 格形成,

金融 ・信用供与,資 材 ・機械供給の抜本的改革が

行われ る。新 しい経済管理体制 のもとでは,企 業

の自主性 の範囲が大幅に拡大 され る。指令的管理

か ら民主的管理,自 主管理へ移行する。企業長や

職場長は労働集団の選挙によって選任 され る。企

業は,国 家機関,独 立採算企業,商 業機関の注文

に応じて生産 と製品販売 の計画をたてる。価格は,

生産者 と需要者の契約に よって決まる。 これまで

の統制数字は指令的性格を失い,所 与の製品の社

会的需要,効 率の最小限水準,社 会的課題を示す

ガイ ドポス トとなる。企業間競争が奨励され る。

企業活動の評価基準は,注 文 と契約の遂行度であ

る。

ソ連の現在の経済管理体制は,具 体的には,国

家計画委員会(ゴ スプラソ)を 中心に,中 央の産業

別 部門省が資金 ・資材 ・労働力の配分計画をつ く

り,行 政の末端にある企業に生産計画を指令 し,

企業は計画指令の遂行,超 過遂行を義務づけられ

る体制である。現在,ソ 連には経済関係の省お よ

び国家委員会が80近 くあ り,1,860万 人の官 僚 が

存 在し,こ れが3万7,000の 国営企業(合 同)を 管

理 している。 また国営企業(合 同)の13%が 赤字企

業だ といわれ ている。黒字企業は一定の 「税金」

を国家に納めるが,赤 字企業は国家か ら資金援助

を受け る。しかし国営企業(合 同)法 の施行に とも

ない,企 業は自分で生産 ・販売計画をたてて活動

し,自 己資金や銀行借 り入れで設備更新をはか り,

一定の 「税金」納入後,利 益の処分は自由となる。

したがって良質の製品 ・サービスを生産 し,経 営

効率の良い企業は発展す るが,放 漫経営や経営の

失敗で赤字をだす不良企業は倒産す る。 ソ連 と同

様 の経済改革のさなかにある中国では,す でに破

産法が制定 されているが,ソ 連でも破産法の制定

が必要 となろ う。国営企業(合 同)法 に関連す る10

ないし11の 経済法が90年 までに整備 される予定で

ある。

経済活動 の基礎単位 である国営企業が自主管理

経営へ移行す る以上,上 部の経済行政機構の改編

は必至である。省庁,国 家委員会,部 局の削減 ・

統合,人 員整理などの行政改革が迫られている。

「企業を行政的に後見 しようとす る省のスタ ッ フ

の試みを阻止す るために,省 を実務的経済管理の

機能から解放し,相 応す る部局を廃止 し,省 なら

びに省のために働 く組織の人員を削減しなけれぽ

な らない。新 しい機能 のもとでは省に図体の大 き

な構造 と大量の人員は必要ない」(1987年6月総会報

告 『世界政治』1987年8月 下旬号;プ ルラツキー 「民主

主義を学ぶ一 政治評論家の覚書」『世界政治』1987年

8月 下旬号)。 その結果,か な りの数の中央の行政

官僚が,ポ ス トを失い,許 認可権,さ まざまな特

権を失 うであろ う。ペ レス トロイカさえなければ,

彼 らはこれ まで どうりの甘い生活をつづけること

ができる。かつて ソ連の官僚は,フ ルシチ ョフ改

革を流産 させ,コ スイギソ改革を うやむやにし,

ブレジネ フ改革を棚上げさせた実績を もつ。 ゴル

バチ ョフ政権 は,ペ レス トロイ カの流産をね ら う

強大な官僚群 との戦いに勝たねばな らないのであ

る。 もちろん,少 なからざる官僚が大局的見地に

たち,ペ レス トロイ カを支持し,推 進 しているの

であるが。

ペ レス トロイカの成否の鍵を握るのは,基 本的

には勤労民衆である。勤労民衆のすべてがペ レス

トロイカを支持 しているわけではない。勤労民衆

もまた長年 の集権的経済管理体制になれっこにな

ってお り,こ の体制にそれな りの利害関係をもっ

ている。そ こそ こに働 いて私生活を楽 しむ とい う

ミイイズムが ソ連でも一般化 している。ペ レス ト

ロイカの進捗で,悪 くすれぽ職を失 うか もしれな
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い。いまよ り労働が きつ くなるか もしれない。賃

金が下がるか もしれない。 アン ド揖ポ フの書記長

就任以来強め られている職場の綱紀粛正 と,酒 類

の値上げお よび販売規制は,ゴ ルバチ ョフ書記長

の もとで も強化 され,85年6月 か ら 「節酒令」が

施行 された。 これ らの措置には歓迎す る者 もい る

が,反 発する老 もいる。 また ゴルバチ ョフ書記長

の経済 ブレーソであるアガソベギャン(ソ 連科 学

アカデミー経済部門学術書記)や アバ ルキソ(ソ 連科

学アカデミ.:.研 究所長)は,食 肉,乳 製品,パ

ソな どの基礎食料品の価格の値上げを示唆 してい

る。 ソ連ではパ ソな ど穀類を使 った食料品は約30

年 間,食 肉類 ・乳製品は約20年 間,小 売価格がす

えおかれてきた。 この間,そ れ ら基礎食料品の生

産費は上がる一方で,現 在 の小売価格を維持する

ため,国 家 の補助金は食肉だけで年間200億 ルー

ブリ(約4兆6,000億 円)に 上 っている。 カザ フ共

和国では,食 肉の分配をめ ぐる組織 ぐるみの不正

事件が発生 している。なん とか しなけれぽな らな

い ことはわかる。だが理 由はど うであれ,基 礎食

料 品の値上げは,勤 労大衆にとって打撃 となる。

家賃 ・光熱費 ・交通機関料金の値上げ もとりざた

されている。ペレス トロイカは,短 期的には,勤

労大衆の負担増になるのであ る。現在のところ,

ゴルバチ ョフ政権 の政策には,勤 労大衆をペ レス

トロイ カの推進者,主 人公にす るための実際的 プ

"グ ラムが欠けているように思われ る。

ペ レス トロイカを積極的に支持す る市民 もい る
。

87年5月 から 「個人勤労活動法」が施行 され,個

入 タクシー,電 化製品修理,自 動車修理,住 宅 の

修繕,喫 茶店 ・食堂の経営,衣 服 ・敷物 ・家具 ・

靴 ・陶磁器 ・玩具 ・みやげ物類 の製作 と修理,理

髪 ・美容 サー ビス,裁 縫 ・編物教授,音 楽r'i=

速記 ・タイ プ教授,外 国語教授,家 庭教師な ど市

民生活に密接に関連した29業 種の個人営業が認可

され るにいたった。個人営業者が協同組合や同業

組合,会 社 をつ くることが認め られた。希望者は

居住地 の役場に届出をだ し,許 可を うける義務が

あ り,個 人営業者は所得に応 じて一定の所得税を

払 うことになる。個人営業活動が合法化 され,か

な りの種類の市民サービス活動が裏の経済から表
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の経済にまわ った ことは,市 民側か らみて歓迎す

べ きことである(『日ソ経済調査資料』第662号,1987

年7月 号)。

農業部門におけ るペ レス トロイカは,工 業に先

んじて進め られている。 ソ連農業は,基 本的には,

コルホーズ(経営r2s ,70a,組 合員数1,250万人,1985

年末)と ソフホーズ(経 営数22,700,労 働者 ・職員数

1,224万人)に よって担われてい る。 従来からある

農業関係の個人副業経営に加えて,1982年 には コ

ルホーズ農民の集団請負制が認め られ るにいた っ

た。84年 には家族請 負制 も集団請負制 の一形態 と

みなされ,86年 の第27回 党大会では,「 作 業 班,

小作業組,家 族 のレベルでの請負制度 と契 約 制

度 」の普及が農業生産発展のための不可欠の要因

であると強調された。家族請負制 とは,個hの 農

家が コルホーズの管理部 と契約 して,土 地その他

の生産手段を賃借 し,一 定量 の農作物の収穫,家

畜の飼育を請 負 う方式である。 この制度の導入の

結果,農 家 もコルホーズ も消費者も得をす る事例

がでている。家族請 負制で農家は収入がふえる。

コルホーズの管理経費が削減 され,収 益性が向上

す る。家族請負制農産物は品質が よいので,多 少

高価であって も消費者に歓迎 され る。 ゴルバチ ョ

フ書記長は,87年6月 の党中央委員会総会 で次 の

ような事例を紹介した。三名の家族員か らなる子

牛肥育班が子牛563頭 の肥育を請 負い,好 成績を

あげ,班 員一人当た り月平均収入534ル ーブ リを

あげた例を。ちなみに現在,ソ 連の労働者 ・職員

一人当た りの月平均賃金は約200ル ーブリであ る
。

家族請 負制は コルホーズの管理費を削減す る。な

ぜな らコルホーズ管理部 と請負農家 とが直結 し,

中間機関は廃止 され るか らである。生産管理 と計

算実務は作業単位 としての各農家に まか されるの

で,管 理職員を生産現場に回した り,削 減するこ

とが可能になる。現在,農 業部門の管理職員は コ

ルホ0ズ,ソ フホーズだけで130万 人いる。彼 ら

のなかには農業 におけるペ レス トロイ カ,家 族請

負制に消極的な者が少 な くないよ うである。 ゴル

バチ ョフ書記長は,上 記の6月 総会で,家 族請負

制 の 「組織形態 の効率 と労働報酬がかな り高 いも

のなのに,十 分に広 く普及していない」と述べて
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い る。

ゴルバチ ョフ政権は,引 きつづ き労働規律強化

政策を と り,綱 紀粛正によ り一定の成果をあげ る

ことができた。1986年 の経済成長率(支 出国民所得)

は3.6%,工 業生産 の増加率は4.9%で あ り,過 去

十年間で最高 の成長率であった。86年 はまた農業

も豊作で,前 年比5.1%増 とな り,穀 物生産 も2

億1,000万 トソに達 し,ゴ ルバチ ョフ政権の門出

を祝 った。だが多 くの人が指摘 してい るように,

労働規律の強化に よる生産性の向上は一過性のも

のであ り,永 続的な ものとはな りえない。天候次

第の農業,流 通過程での農i産物 βスが15--20%と

い うのは困 る。農民や農業関連勤労者が責任を も

って積極的,自 主的に働ける環境づ くり,制 度づ

く り,こ れが必要である。 ゴルバチ ョフ政権がめ

ざす経済改革は,ま さにそれである。

現行 の第12次5ヵ 年計画(1986-90)は,新 しい

経済体制一 ソ連経済は,行 政的な経済管理制度

を脱 し,経 済的な管理制度の下に入 る。企業は独

立採算制 と資金 自己調達制を基礎 に,自 己責任制

の下で 自主的に企業活動を行 う一 への移行を準

備す る5ヵ 年 とな るであろ う。行政的な経済管理

の方法を経済的な管理方法に変}る とい うことは,

そ う簡単なことではない。 国民経済計画の策定方

法 も計画 の性格 も,当 然変化す る。価格体系の調

整が必要になるが,新 しい価格はどの ようにして

決め られ るのか。所得格差の拡大が予測 され るが

そ の是正や,イ ンフレの抑制をど うするのか。企

業間の契約方式 の導入にともな うトラブルの解決

方法は どうなるのか。卸売商業企業はどのような

もの となるのか。赤字企業の処置は どうなるのか。

新制度の下で金融や信用制度,租 税制度はど うな

るのか。 ゴス プラソをは じめ経済管理機関 ・機構

は どう改編されるのか。あ らたに経済関係 の諸法

律の立法が必要になるが,そ れは大丈夫か。経済

面に限定 しても,以 上の ような難問が立ちふ さが

ってい るo

西側専門家の0部 は,ゴ ルバチ ョフ改革はかつ

てのコイスギソ改革 と同じように挫折す る,と 見

ている。だが60年 代の ソ連 と80年 代の ソ連 とでは,

置かれてい る状況がまった く異なる。現状では,

ソ連経済を発展 させ ること,国 民の生活水準を引

き上げること,ソ 連の市民を社会主義的人間に成

長 させ ること,こ れ らすべ てが不可能である。ペ

レス トロイカを必要 とす る客観的条件 は熟 しきっ

てお り,現 状維持や後退は許 されない。唯一の道

がペ レス トRイ カであ り,そ れしかないのであるQ

ゴルバチ ョフ改革は登場すべ くして登場したので

ある。

ゴルバチ ョフ政権は,ソ 連体制 のペ レス トロイ

カ,つ ま り抜本的改革のために精力的 に活動して

いる。「いま ソ連が面白い」。 ゴルバチ ョフは,世

論の動向を リー ドし,慎 重に間合いをはか り,必

要 な手順を踏んで問題提起をしてい る。 ゴルバチ

ョフは,1985年3月 に書記長に就任 して以来,ペ

レス トロイカの障害 となる党 ・政府の幹部要員を

更迭し,世 代交替をおしすすめている。彼は,第

27回 党大会(86年2月 一3月)を 主宰 して,党 綱領

新稿および 「1986年一1990年 度および2000年 まで

の期間の ソ連の経済 ・社会発展の基本方 向につい

て」を採択 して,ペ レス トロイカに着手す るため

の土台を固めた。 以後 も1987年1月 の中央委員会

総会で幹部政策を打ちだし,6月 の中央委員会総

会で 「経済管理の根本的ペ レス トRイ カの基本課

題 」を採択 した。88年6月 には,党 大会に準ずる

党全国協議会が開催 され,ペ レス トロイカ,民 主

化 とグラスノスチ(公開性)の ウスコレーニエ(加 速

化)の ための具体的措置について審議 ・決定す る

予定である0

おわ りに

本章の冒頭でわれわれは,ソ 連は 「大国」,「途

上国」,「社会主義国」とい う三つの顔を もつ国で

あ ると述べた。 ソ連が大国であ り,途 上国である

とい う特徴は,こ の国が ロシア帝国の継承国家で

あるとい う歴史的事情に よるものである。社会主

義 の顔は,1917年 の「社会主義をめざす社会革命」

の勝利 以後の一連の社会主義政策に よってつ くり

だ された ものである。 ソ連の70年 の歴史をふ りか

え るとき,国 家に権力を集中し,物 的資源 と人的

資源を動員し,農 業の集団化 と工業化を遂行して,

ソ連が ロシア帝国以上の 「大国」にな った ことを
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知 ることができる。 スター リソは集権的計画経済

体制をつ くりあげて,こ の政策を強行 し,大 国 と

しての ソ連をつ くりあげた。だがマル ク ス 的 な

「社会主義 」の国をつ くることはできなか っ た。

実 現したのは途上国型の社会主義であった。指導

者 がちがい,政 策がちがっていれば,マ ル クス的

ザ社会主義 」が実現で きた,と い う意見 もあ り}

よう。だがわれわれは,こ の種の意見に くみしな

い。 ロシア資本主義は,マ ルクス的 「社会主義 」

の理論的前提 となった 「資本主義」とは異なる従

属的後進資本主義であった。スター リソ時代の ソ

連は,こ の従属的後進資本主義をつ くりかえて,

いっきに 「社会主義」を実現し ようとした。だが

これは無理な話 しで,従 属的後進資本主義国から

生 まれたのは社会主義的途上国であ り,途 上国型

社会主義であ った。

社会主義をめざす社会革命の勝利後の道,つ ま

り社会主義に到達す るまでの道 は,所 与の,道 路

標識の完備 した高速道路ではない。試行錯誤 し,

これから建設してい く道 である。この社会主義道

路 の設計 と建設,歩 行は,容 易ならざる事業であ

る。 ソ連の勤労民衆 は,指 導者の命令にしたがい,

この困難な事業を双肩Y'担 い,刻 苦奮闘してきた。

命 令を下 したスター リソをはじめ とす るソ連の指

導 者や理論家は,こ の事業を安 易に考えていたふ

しがある。最大の過 りは,勤 労民衆を道具 とみな

し,手 段 とみなした ことである。 もともと社会主

義 は,指 導者の命令で建設できるような ものでは

ない。 この点でスター リソとスター リソ主義は,

徹 底的に責め られ るべ きである。 ソ連や中国をは

じめ とす る現存社会主義国の指導者は,遅 ぎに失

した とはいえ,い まようや く,幾 百千万の勤労民

衆の積極性に依拠 しないか ぎ り,こ の困難 な事業

の達成は不可能な ことに気づいた。そして社会主

義にいた る道 の長期性 と段階性を認識 した。 こう

して ゴルバチ ョフのソ連はペ レス トロイ カに着手

し,郡 小平の中国 も政治 ・経済体制の改革にの り

だ した。

は じまったばか りのペ レス トロイカの成否を う

らなっても意味 ないだろ う。だが次 の一事だけは

指摘 しておきたい。 それは ソ連の勤労民衆を100
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0善 玉 にしたてあげ,彼 らは集権的計画経済制度

の反対者である,官 僚主義の反対者であ る,と い

った思いこみをしない ことである。 ソ連の勤労民

衆は,長 年 にわた る生活体験か ら,集 権的計画経

済制度 と官僚制度の表 も裏 もことごとく知悉 して

お り,生 活の知恵 として,こ れを巧みに利用 して,

暮 らしの安泰をはかってぎた。ある意味では,か

つてのフルシチ ョフ改革の流産や コスイギソ改革

の挫折を歓迎 したのは,実 は ソ連 の勤労民衆であ

ったか もしれない。彼 らはいま,ペ レス トロイカ

に よって失 うであろ うものと得 るであろ うもの と

を冷静に秤量 している。ペ レス トロイカがもし失

敗す るとしたら,そ れがたんに勤労民衆の既得権

の剥奪や裏経済の廃止だけに終わ った場合である。

ペ レス トロイカが,か つての場合 と同じ く,法 律

的,行 政的,命 令的に ソ連の現状を 「改革」した

とき,重 大な被害 を受け るのは ピラ ミッ ド型 ソ連

社会の底辺にある多数 の勤労民衆であ る。現在以

上 の強力な利権 と裏経済が生 まれ,巨 悪が横行す

る。改革の受益者は一握 りの党 ・国家のエ リー ト

とい うことになる。 ゴルバチ ョフ政権はそ うした

事態を招かないために,勤 労民衆 の草の根保守主

義 とミイイズム(自 分主義)を 尊重 したペ レス トロ

イカを進めなけれぽ ならないのである。

ペ レス トロイカの推進を政治生命 とす るゴルバ

チ ョフ書記長はeソ 連共産党第20回 大会(1956年,

スターリソ批判が行われた大会)以 後 に試み られた改

革の努力,た とxぽ フルシチ ョフ改革,コ スイギ

ソ改革が中途半端に終わ った原因 として,次 の二

点をあげている。第一点は,政 治的,経 済的,社

会的分野に関連 した過去の改革の試みが民主主i義

の拡大 と発展を強化しえなかったことである。第

二点は,民 主主義の メカニズムを通 じてこの改革

の過程に,勤 労者自身 と社会団体のすべてを参加

させ えなか った ことであ る。的確な指摘である。

ゴルバチ ョフ政権のペ レス トロイカが,こ れを教

訓 として,デ モクラチザ ツイヤ(民 主化)と グラス

ノスチ(公開)を 両輪にして進め られ ようとしてい

るのは正確である。ペ レス トRイ カの成否は,民

主化 とグラス ノスチが徹底的に行われ るか どうか
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にかか ってい るo

本論稿は,神 奈川大学経済貿易研究 所 主 催 の

1987年 度市民講座 における私の講i義の原稿に加筆

したものであ る。


